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９
月
16
日
（
月
・
祝
）
は
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽

く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う

「
敬
老
の
日
」
で
す
。
相
楽
東
部
３
町
村
で
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
様
々
な
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
と
の
世
代
間
交
流

や
高
齢
者
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
づ
く
り

の
充
実
を
図
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
を
応
援
し

ま
す
。

敬
老
会
行
事

笠
置
町　

９
月
15
日（
日
）
午
後
１
時
～

　
　
　
　
　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

和
束
町　

９
月
16
日（
月
・
祝
）
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　

和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

2
階
大
ホ
ー
ル

南
山
城
村　

９
月
7
日（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　
　
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

　

ど
な
た
で
も
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
近
所

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

相
楽
東
部
３
町
村
で
は
今
年
も
多
く
の
方
が
米
寿
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
お
過
ご
し
い
た
だ
く
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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 「
笠
や
ん
」モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

笠
置
町
観
光
大
使
『
笠
や
ん
』
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
笠
置

駅
舎
内
に
設
置
し
、
８
月
３
日
（
土
）
に
除
幕
式
を
執
り
お

こ
な
い
ま
し
た
。
今
回
の
設
置
は
、
㈱
山
本
組
か
ら
の
寄
贈

に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。
今
後
、
笠
置
町
を
訪
れ
る
多

く
の
方
を
『
笠
や
ん
』
が
お
出
迎
え
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
31
回
笠
置
夏
ま
つ
り

　

８
月
３
日
（
土
）
、
第
31
回　

笠
置
夏
ま
つ
り
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
周
辺
で
は
夜
店
が

立
ち
並
び
、
い
こ
い
の
館
や
ち

び
っ
こ
広
場
周
辺
で
は
ラ
イ
ブ
演

奏
や
折
り
紙
教
室
な
ど
が
お
こ
な

わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。　

　

河
川
敷
で
は
、
1
8
0
0
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

笠
置
の
夜
空
を
美
し
く
染
め
、
拍

手
と
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
企
業
人
の
紹
介

 

　

本
年
４
月
１
日
よ
り
笠
置
町
商
工
観
光
課
に
行
催
事
・
観

光
情
報
担
当
課
長
と
し
て
着
任
致
し
ま
し
た
。
派
遣
元
の
会

社
で
あ
る
京
都
市
内
の
広
告
代
理
店
「
ア
ド
ス
プ
リ
ン
グ
」

で
営
業
顧
問
と
し
て
約
５
年
間
勤
務
す
る
と
同
時
に
、
長
年

に
亘
り
、
地
元
放
送
局
の
「
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
」
で
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
の
営
業
マ
ン
と
し
て
各
種
媒
体
の
広
告
事
業
や
地
域
活

性
担
当
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
事
業

な
ど
多
く
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

笠
置
町
と
は
以
前
か
ら
ご
縁
が
あ
り
、
こ
の
度
の
「
地
域

お
こ
し
企
業
人
」
と
し
て
の
業
務
で
さ
ら
に
深
い
ご
縁
で
結

ば
れ
た
と
考
え
、
そ
の
絆
を
大
切
に
「
小
さ
く
も
キ
ラ
リ
と

輝
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
「
笠
置
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
の
代
表

取
締
役
と
「
四
季
彩
祭
実
行
委
員
会
」
の
事
務
局
長
も
拝
命

致
し
ま
し
た
。
着
任
後
、
数
多
く
の
町
民
の
皆
様
方
か
ら
お

叱
り
や
激
励
の
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け
業
務
に
生

か
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
も
微
力
な
が
ら
「
笠
置
町
」
の
発
展
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
と
ス
キ
ル
を
生
か
し
、
笠
置
駅
と
そ
の
周
辺
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ま

た
、
特
産
品
の
開
発
や

そ
の
販
路
開
拓
、
そ
し

て
笠
置
町
の
魅
力
を
よ

り
広
く
圏
外
発
信
す
る

よ
う
広
報
戦
略
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
ま

す
。

�

　

松ま
つ

江え　

仁ま
さ
し

令
和
元
年
度

早
稲
田
大
学
「
京
都
講
座
」

　

今
年
度
は
、
8
月
3
日
（
土
）
か
ら
8
日
（
木
）
に
か
け

て
5
人
の
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
開

講
式
終
了
後
、
N
P
O
法
人
和
束
テ
ィ
ー
フ
レ
ン
ズ
の
松
石

さ
ん
に
よ
る
「
お
茶
の
淹
れ
方
講
座
」
が
開
か
れ
、
宇
治
茶

ム
リ
エ
の
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
4
日
（
日
）
か
ら

は
、
湯
船
地
区
に
お
い
て
、
住
民
と
の
意
見
交
換
会
や
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
い
、
最
終
日
の
8
日
（
木
）

は
、
町
内
外
か
ら
来
ら
れ
た
約
60
人
の
方
の
前
で
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
が
急
激
に
進
む
湯
船
地
区
の
活
用
・
再
生

に
向
け
て
『
湯
船
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
』
と
題
し
て
の
「
政
策
発
表
会
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

まち＊むらの 話題

「政策発表会」の様子
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マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

夏
の
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
大
会　

　

7
月
28
日
（
日
）
、
湯
船
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
ラ
ン
ド
で
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
夏
の
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
1
周
約
2
㎞
の
コ
ー
ス
を
3
時
間
走
り
続
け
、
何
周

し
た
か
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
2
0
2
1
年
の
ワ

ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
に
向
け
た
、
新
た
な
コ
ー
ス

で
の
開
催
で
し
た
。
前
日
の
雨
の
影
響
で
、
泥
だ
ら
け
に
な

り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
1
0
0
人
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
暑
い
中
、
熱
中
症
に
注
意
し
な
が
ら
、
チ
ー
ム
で

協
力
し
て
3
時
間
走
り
き
り
ま
し
た
。

京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．と
連
携

�

人
権
啓
発
イ
ベ
ン
ト

　

８
月
４
日
（
日
）
、

西
京
極
競
技
場
に
て

Ｊ
リ
ー
グ
と
連
携
し

た
人
権
啓
発
活
動
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
ゲ
ー
ム

は
京
都
サ
ン
ガ
ＶＳ
東

京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
と
の

一
戦
。
招
待
さ
れ
た

南
山
城
村
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

小
学
生
が
、
フ
レ
ン

ズ
ス
ク
エ
ア
で
炎
天

下
の
中
、
来
場
者
一

人
ひ
と
り
に
笑
顔
で

啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布

し
、
啓
発
活
動
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　

試
合
開
始
前
に
は

人
権
サ
ポ
ー
タ
ー
宣

言
、
そ
し
て
サ
ン
ガ

の
選
手
達
と
ウ
ェ
ル

カ
ム
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
が
で
き

た
１
日
と
な
り
ま
し

た
。

み
ん
な
で
築
こ
う

�

人
権
の
世
紀

　

８
月
２
日
（
金
）
、
南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
で
人
権
教
育
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
元
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
で
平
和
の
語
り
の
活
動
を
さ

れ
て
い
る
久く

郷ご
う

ポ
ン
ナ
レ
ッ
ト
さ
ん
を
お
招
き
し
、
「
世
界

に
は
生
き
る
た
め
に
命
を
か
け
る
子
供
達
が
い
る
」
を
テ
ー

マ
に
自
ら
が
体
験
し
た
経
験
を
も
と
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
、

多
く
の
人
に
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
と
人
権
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
啓
発
活
動
も
人
権
教
育
研
修
会
の
前
に
お
こ
な
わ

れ
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
啓
発
物
品
を
配
布
し
広
く
呼
び

か
け
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

人権教育研修会の様子

人権啓発の様子

まち＊むらの 話題

和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

湯船マウンテンバイクランドにて

人権サポーター宣言の様子 記念撮影
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 「全国の舞台で自己記録を更新で

きたのはうれしかったです。今シー

ズンおもうような跳躍ができず、常

に不安がありました。しかし、側で支

えてくれる仲間や家族、親身になっ

て指導してくれる先

生方のおかげでここ

までこられました。優

勝を目標にしていたの

で６位という結

果は悔しいで

すがこれを
バネに頑張
ります。」

 「全国の舞台で自己記録を更新で

きたのはうれしかったです。今シー

ズンおもうような跳躍ができず、常

に不安がありました。しかし、側で支

えてくれる仲間や家族、親身になっ

て指導してくれる先

生方のおかげでここ

までこられました。優

勝を目標にしていたの

で６位という結

果は悔しいで

すがこれを
バネに頑張
ります。」

人
権
啓
発
活
動

　

京
都
府
で
は
、
毎
年
8
月
を
「
人
権
強
調
月
間
」
と
定
め
、

差
別
や
人
権
問
題
を
な
く
す
た
め
各
種
啓
発
活
動
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

　

和
束
町
で
は
、
8
月
の
「
人
権
強
調
月
間
」
に
先
立
ち
７

月
26
日
（
金
）
午
前
7
時
30
分
か
ら
白
栖
橋
交
差
点
付
近
で
、

街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
通
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー

や
、
散
歩
中
の
方
な
ど
に
啓
発
物
品
を
配
り
、
人
権
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

笠
置
町
で
は
８
月
７
日
（
水
）
午
前
７
時
か
ら
Ｊ
Ｒ
笠
置

駅
前
に
て
、
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
通
勤
の
方
や

Ｊ
Ｒ
利
用
の
送
迎
に
来
ら
れ
た
方
な
ど
に
啓
発
物
品
を
配
り

な
が
ら
、
人
権
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　秋の大型受入に向けて、勉強会の季節です。自己流
で淹れていて、意外と知らない「煎茶の美味しい淹れ
方」を学んだり、茶農家さんから「茶業について」教
わったり。また今の「教育現場の現状を知る」ことも、
今後子どもたちを受け入れるにあたって、とても参考
になります。 ぜひ、ふるってご参加ください。

　「京都やましろ体験交流協議会」では、子どもたち
や海外の方々と農村のありのままの生活を共に送る
「農泊」事業を進めています。少しでも受入にご興味
をお持ちいただいた、笠置町・和束町・南山城村のみ
なさん、事務局が全力でサポートします。お気軽にご
連絡ください。

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35
　　　　　　　（和束町活性化センター内）
☎0774・78・3396��担当：下村・吉田
E-mail：info@chagenkyo.com
農泊受入の予定

受入月日 国・地域 年代 人数
９月29日（日） ドイツ 大人 12

笠
置
町
・
和
束
町

まち＊むらの 話題

和
束
町
白
栖
橋
交
差
点
付
近
で
街

頭
啓
発

J
R
笠
置
駅
前
で
の
啓
発
活
動

農村宿泊体験（農泊）9月の予定

受入家庭向け勉強会の予定 ※場所はグリンティ和束（和束町白栖大峡間35）です
No 月　日 時　間 タイトル 講 師
1 ９月 5日（木）午後６時30分〜８時 教育現場の現状を知ろう 藤田さん

2 ９月11日（水）
午後６時30分〜７時30分 煎茶の淹れ方体験 中山さん
午後７時30分〜８時30分 茶業について 岡田さん

3 ９月18日（水）午後６時30分〜８時30分
安全対策（※受講必須） 渡邊さん

4 ９月19日（木）午前10時　　〜正午
5 ９月20日（金）午前10時〜午後０時30分 お茶摘み＋製茶体験 吉岡さん

勉強会の様子

令
和
元
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

入
賞
お
め
で
と
う

　

８
月
８
日（
木
）、沖
縄
県
沖
縄
市
の
タ
ピ
ッ
ク
県
総
ひ

や
ご
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
で
お
こ
な
わ
れ
た
、令
和
元
年
度
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上
女
子
三
段
跳
び
決
勝
で
、

和
束
町
在
住
の
藤
田
詩
乃
さ
ん（
西
城
陽
高
校
）が
６
位

入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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行 政 A d m i n i s t r a t i o n

ご協賛ありがとうございました。

ツーワイ合成有限会社
株式会社森本組
株式会社松井組
京都信用金庫

医療法人伊左治医院・
デイサービスセンター生楽・ディケアセンター健喜

株式会社森本コーポレーション
有限会社エムテー工業
有限会社料理旅館よしや
宗教法人笠置寺
キリンビール株式会社 京滋支社
大西電気
笠置PRキャラクター笠やん
笠置ベース
中西 巌
加納住建
有限会社アドスプリング・株式会社エムコミ
株式会社 日本旅行
山城ヤサカ交通 株式会社
有限会社 井上機械店
笠置BBQ COMPANY M5

かさぎゴルフ倶楽部
笠置歯科口腔外科診療所
カットサロン Ｗａｄａ
協和グリーン
きよみ美容室
久保田呉服店
サザナミ美容室
ＳＴＡＴＩＯＮ！！
滝口商店
株式会社 谷川石油
パナソニックの店 都らいぶカサギ
株式会社 仲川組
中嶋食品
中西電機 株式会社
鳥肉専門店 ナカムラポートリー
西村モータース
有限会社 フジタカヌー
自遊宿 料理旅館 松本亭
松本農林
マツヤマ薬局
株式会社 山本組

湯川俊彦中小企業診断士事務所
リバーサイド大扇
ローソン笠置切山店
京都銀行木津支店
南都銀行加茂支店
京都中央信用金庫加茂町支店
JA京都やましろ南山城村支店
笠置郵便局
秋山達税理士事務所
阪井敏夫
中西康博
山﨑 仁美

少林寺拳法自治体振興会五段大拳士・
青柳孫右衛門

華道五明流副家元補佐 青柳孫右衛門
在京都市笠置町総領事館総領事 山村 祥
株式会社 近畿日本ツーリスト関西
B・Bイナバ
他笠置町民有志

笠置夏祭り花火大会協賛者・事業者（笠置町）

　南山城村に住宅を新築・購入または賃貸借して定住
し、地域活動に積極的に取組む意思をお持ちの方を応
援する制度です。45歳以下の子育て世帯なら村内の
方でも受け取れるようになりました。

対象者の条件
　◦ 住宅を取得または賃貸借契約を締結して居住し、

南山城村に住民票があること
　◦ 申請者が45歳以下で18歳未満の子どもと同居し

養育していること、または申請者が60歳未満の
転入者であること

　◦奨励金交付後5年間定住すること
　◦世帯全員が村税等を滞納していないこと
　◦ 世帯全員が公務員、生活保護世帯、暴力団関係者

でないこと

対象住宅の条件
　◦ 2019年４月１日以降に登記（賃貸借契約）した

住宅
　◦ 契約書無し・無償譲渡・相続・3親等以内の親族

間による売買や賃貸借は除く

交付金額

種類 45歳以下の
子育て世帯

60歳未満の
転入者

45歳以下の
子育て世帯かつ

転入者
住宅
取得 30万円 20万円 50万円

賃貸
住宅

家賃の1/2
月上限額1万円（　最長24ヶ月　）

家賃の1/2
月上限額1.5万円（　 最長24ヶ月　 ）

申請時期

住宅取得 住宅の登記完了日から 6 ヶ月以内

賃貸住宅 賃貸借契約締結日から 3 ヶ月以内
※ 空き家バンク登録物件で居住のために改修工事が必要な場合は各

基準日から2年以内

2019年3月31日までに住宅を取得（賃貸借）
された方へ

旧奨励金制度の対象となる可能性があります。申請
期限は2019年12月27日（金）ですので、対象となるか
お問合せいただいた上でお早めに申請してください。
問合せ・申請先
　南山城村むらづくり推進課
　　☎0743・93・0560（直通）

新しい暮らしを応援します「田舎暮らし定住促進奨励金」（南山城村）
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令
和
元
年
度
連
合
夏
季
交
流
会

―
と
も
だ
ち
い
っ
ぱ
い
！

�

な
か
よ
く
な
ろ
う
―

　

7
月
30
日
（
火
）
、
障
が
い
を
正
し
く
理
解
し
、
共
に
楽

し
く
過
ご
す
交
流
の
場
と
し
て
、
11
回
目
と
な
る
「
れ
ん
ご

う
夏
季
交
流
会
」
が
開
か
れ
、
約
70
人
の
小
･
中
学
生
が
南

山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
自
分

た
ち
の
学
校
の
特
徴

や
自
慢
で
き
る
と
こ

ろ
を
紹
介
し
合
い
、

お
互
い
の
学
校
生
活

の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
4
つ
の

班
に
分
か
れ
て
、
一

人
ひ
と
り
が
自
己
紹

介
を
し
た
後
、
ゲ
ー

ム
や
パ
ラ
バ
ル
ー
ン

を
楽
し
み
、
子
ど
も

た
ち
は
大
い
に
盛
り

あ
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
終
わ
り

の
集
い
で
感
想
を
出

し
合
い
、
班
の
代
表

者
が
ま
と
め
て
意
見

交
流
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
い
つ
も
と
違

っ
た
友
達
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

第
37
回

笠
置「
ち
び
っ
こ
」ま
つ
り

　

夏
休
み
初
日
の
7
月
20
日
（
土
）
、
第
37
回
笠
置
「
ち
び

っ
こ
」
ま
つ
り
が
笠
置
会
館
周
辺
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
児
童
館
内
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
空
気
砲
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
消
臭
剤
、
手
作
り
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど
工
作
を
お
こ
な

い
、
そ
の
後
、
笠
置
会
館
内
で
バ
ル
ー
ン
さ
く
ら
さ
ん
に
よ

る
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や
風
船
を
使
い
、
い
ろ
い
ろ
な
物
作

り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
カ
レ
ー
で
す
。
午
後
か
ら
は
横
川
に
鮎
と
金
魚
が

放
さ
れ
、
魚
つ
か
み
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
最
後
に
は
恒
例

の
鮎
の
塩
焼
き
を
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

暑
い
日
差
し
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度 

家
庭
教
育
事
業

メ
ン
ズ
・
キ
ッ
チ
ン
―
男
子
料
理
教
室
―

　

７
月
20
日
（
土
）
、
笠
置
町
つ
む
ぎ
て
ら
す
に
お
い
て
、

男
子
料
理
教
室
「
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
浦
井
紀
代
美
さ
ん
（
笠
置
町
さ
ざ
な
み
会
）
を

迎
え
、
笠
置
町
・
和
束
町
か
ら
５
人
の
参
加
者
と
料
理
を
作

っ
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
回
７
回
目
の
開
催
に
し
て
、
初
の
男
性
サ
ー

ク
ル
「
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
（
仮
称
）
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
「
地
域
で
何
か
を
始
め
た
い
」
「
農
泊
に
生

か
し
た
い
」
「
脳
ト
レ
」
な
ど
の
目
的
を
持
っ
た
方
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

試
食
中
の
懇
談
で
は
、
「
サ
ル
対
策
」
に
つ
い
て
、
“
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
グ※

”
の
話
題
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
初
の
サ
ー

ク
ル
活
動
は
10
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
、
つ
む
ぎ
て

ら
す
で
実
施
予
定
で
す
。

　

今
後
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

※ 

サ
ル
を
追
い
払
う
犬
（
犬
猿
の
仲
を
狙
っ
た
農
作
物
の
獣
害
対

策
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

教育
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若年性認知症フォーラム
～認知症になってもいきいきと！～　
日　時　10月13日（日）午後１時30分〜４時
場　所　 木津川市中央交流会館 いずみホール（木津川市木津宮ノ内92番地）
内　容　 ⑴�講演「若年性認知症〜原因となる疾患について、またその及

ぼす影響について〜」
　　　　　京都山城総合医療センター副院長　岩本一秀 医師
　　　　⑵�講演「不安の中へ〜手探りの新学期〜」
　　　　　横田宏之さん（若年性認知症当事者）
参加費　無料
申込方法　 京都府山城南保健所保健室へ電話・FAX・メールにてお申込みく

ださい。
　　　　　☎0774･72･0981　FAX0774･72･8412　
　　　　　 yamashin-ho-minami-hoken@pref.kyoto.lg.jp
受付期間　９月10日（火）〜30日（月）
主　催　 京都府山城南保健所・京都山城総合医療センター（認知症疾患

医療センター）
後　援　 木津川市・笠置町・和束町・精華町・南山城村

南山城村献血推進協議会
視察研修会のご案内　
　献血推進協議会では、献血に対する知識や見識を深め、今後の南山城
村における献血を積極的に推進するための視察研修会を実施します。興
味のある人はぜひご参加ください。
日　時　10月31日（木）午前８時30分〜午後５時
行　程　午前 ミント神戸15 献血ルーム　<昼食>　午後 神戸市周辺
参加対象者
　　　　南山城村在住者
参加費　一人2,000円（昼食代）
定　員　先着10人（定員に達し次第締切）
締　切　９月24日（火）
備　考　 やまなみホールの駐車場から、村のマイクロバスに乗って行き

ます。
問合せ・申込み
　　　　南山城村保健福祉課
　　　　　☎0743・93・0104（直通）

　

み
な
さ
ん
、
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
、
受
け
た
だ
け
で

安
心
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。
結
果
が
届
い
た
ら
、
き
ち
ん
と

読
ま
れ
て
い
ま
す
か
。
「
何
か
い
っ
ぱ
い
書
い
て
あ
っ
た
け

ど
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
ら
」
と
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

健
診
は
受
け
た
後
が
と
て
も
大
事
で
す
。
結
果
に
書
い
て

あ
る
通
り
に
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
簡
単
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
中
年
以
上
の
方
で
は
、｢

す
べ
て
異
常
な
し｣

と
判
定
が
出
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

結
果
の
欄
に
は
小
さ
な
字
で
び
っ
し
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
重
要
な
部
分
で
も
、
線
は
引

い
て
い
ま
せ
ん
し
、
太
字
に
な
っ
て
も
い
な
い
で
す
。
だ
か

ら
、
し
っ
か
り
と
目
を
通
し
ま
し
ょ
う
。
精
密
検
査
が
必

要
・
治
療
が
必
要
・
受
診
が
必
要
、
と
い
う
項
目
が
な
い
か

よ
く
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
あ
れ
ば
、
結
果
を
持
参
し
て
必
ず

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

再
検
査
・
経
過
観
察
・
ま
た
は
生
活
改
善
を
、
と
指
示
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
従
い
ま
し
ょ
う
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
は
、
遠
慮
な
く
健
診
を
受
け
た
病
院
に
問
合
せ
て
く
だ
さ

い
。
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
場
合
は
気
軽
に
相
談
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
通
常
の
健
康
診
断
で
は
、
が
ん
検
診
が
含
ま
れ
て

い
な
い
場
合
が
多
い
で
す
が
、
そ
の
時
は
、
市
町
村
が
お
こ

な
っ
て
い
る
が
ん
検
診
も
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
検
診
の
お
か
げ
で
、
命

拾
い
し
た
、
大
事
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ
、
病
気
の
予
防
が
で

き
た
、
と
い
う
方
は
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
病
気
は
予

防
・
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
な
に
よ
り
で
す
。
症
状
が
な

い
か
ら
い
い
か
な
、
で
は
な
く
症
状
が
出
る
前
に
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
の
結
果
を
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
野
医
院天

野
基
弥

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
54 

健
康
診
断
を
受
け
た
ら

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分〜午後０時30分

診療時間 午前９時〜
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
10月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
10月 6日（日） 内科･小児科
10月13日（日） 内科
10月14日（月・祝） 内科
10月20日（日） 内科･小児科
10月22日（火・祝） 内科･小児科
10月27日（日） 内科･小児科

※９月分については広報れんけい7月号をご覧ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）

☎0774・73・9988（直通）

保健・福祉

伊賀・山城南
定住自立圏連携事業
伊賀市･笠置町･南山城村
救急・健康相談ダイヤル24

0120・4199・22
　 　心と体のさまざまな相談に24時間体制

でお応えします。通話料・相談料は無料で
す。

◇ ご相談内容に応じてアドバイスいたします。
場合によってはお名前と年齢を告げてくだ
さい。

◇ どこからでも伊賀市・笠置町・南山城村に
お住まいのみなさんが無料（フリーダイヤ
ル）でご相談できます。

◇ プライバシーは厳守されるシステムになっ
ておりますので、安心してご相談ください。
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令
和
元
年 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

 「
秋
の
夕
暮
れ

早
め
の
ラ
イ
ト
で

事
故
は
な
し
」

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

9
月
21
日
（
土
）
～
30
日
（
月
）
ま
で
の

10
日
間
は
秋
の
交
通
安
全
運
動
運
動
の
実
施
期
間
で
す
。

運
動
重
点

 　

• 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

　

 

• 

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

　

 

• 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

　

• 

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

　

・ 

飲
酒
運
転
の
根
絶

　

・ 

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先

 　

運
動
期
間
中
の
み
で
な
く
、
み
ん
な
で
交
通
安
全
意
識
を
高

め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ

ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

笠 

置
町
で
は　

9
月
24
日
（
火
）
、
午
前
8
時
～
9
時
ま
で
、

ロ
ー
ソ
ン
笠
置
切
山
店
前
で
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓

発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

和 

束
町
で
は　

9
月
25
日
（
水
）
、
午
前
７
時
30
分
～
８
時
ま

で
、
和
束
町
白
栖
橋
前
交
差
点
付
近
で
、
秋
の
交
通
安
全
運

動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

南 

山
城
村
で
は　

9
月
21
日
（
土
）
、
午
前
11
時
～
正
午
ま
で
、

道
の
駅
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発
活
動
を
お
こ

な
い
ま
す
。

主　

催　

 

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

　
　
　
　

 

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
和
束
町
交
通
安
全

対
策
協
議
会
・
南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

◇ 

防
災
に
関
す
る
広
報
啓
発

　

８
月
30
日
（
金
）
～
９
月
５
日
（
木
）
ま
で
の
１
週

間
は
「
防
災
週
間
」
で
す
。
近
年
、
台
風
や
豪
雨
に
よ

る
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
は
身
近
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

「
自
分
は
大
丈
夫
！
」
と
過
信
せ
ず
、
今
一
度
災
害

に
対
す
る
心
構
え
を
新
た
に
し
、
万
が
一
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

◇ 

電
車
内
で
痴
漢
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

９
月
は
夏
休
み
期
間
が
終
わ
り
、
通
学
・
通
勤
の
た

め
電
車
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増
え
る
と
と
も
に
、
ま

だ
ま
だ
気
温
が
高
く
、
軽
装
の
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
、
特
に
痴
漢
犯
罪
が
増
え
て
き
ま
す

の
で
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

◎ 

混
雑
し
た
車
両
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

◎ 

ド
ア
付
近
を
避
け
、
車
両
の
中
央
部
へ
乗
り
ま
し

ょ
う
。

　

◎ 

乗
る
前
に
周
囲
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

◎ 

二
人
が
け
シ
ー
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

《�

も
し
も
電
車
内
で
痴
漢
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
》

　

届
出
を
一
番
恐
れ
て
い
る
の
は
犯
人
で
す
。
女
性
の
敵

は
許
さ
な
い
！
勇
気
を
持
っ
て
警
察
や
駅
員
に
届
け
出
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　

京
都
府
警
察
レ
デ
ィ
ー
ス
相
談

　
　
　
　
　

☎
０
７
５
・
６
８
２
・
０
９
１
３

　
　
　
　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

◇
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
用
心
！

　

～ 

詐
欺
の
始
ま
り
は
電
話
か
ら

�

電
話
に
一
工
夫
！
～

　

犯
人
と
話
す
機
会
を
な
く
す
こ
と

で
被
害
を
防
げ
ま
す
。

　

◎ 

留
守
番
電
話
設
定
➡
犯
人
は
録

音
を
嫌
が
り
ま
す
。

　

◎ 

ナ
ン
バ
ー
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
➡
知
っ
て
い
る
番
号
に

安
心
し
て
出
ら
れ
ま
す
。

　

◎ 

対
策
機
器
の
設
置
➡
着
信
前
に
警
告
や
拒
否
機
能
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機
種
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

～
大
切
な
家
族
を
詐
欺
被
害
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
～

　

ご
高
齢
の
方
に
は
電
話
の
設
定
を
苦
手
と
思
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
機
器
の
設
置
を
手
伝
う
な
ど
家
族
を

詐
欺
被
害
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

安心・安全
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講
座

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

 『
邦
庵
流 
石
の
は
ん
こ
塾
』（
３
町
村
）

実
施
日　

9
月
29
日
（
日
）

時　

間　

午
後
1
時
～
2
時
30
分

　
　
　
　
（
8
名
以
上
の
場
合
、2
回
開
催
）

　
　
　
　

午
後
3
時
～
4
時
30
分

場　

所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館

講　

師　

邦
庵
さ
ん
（
二
級
印
章
彫
刻
師
）

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

 

1
1
0
0
円
（
材
料
費
+
講
習
料
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す

定　

員　

先
着 

15
人

申
込
期
間　

9
月
4
日
（
水
）
～
13
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女
性
学
講
座 『
着
付
け
体
験
教
室
』（
3
町
村
）

実
施
日　

10
月
18
日
（
金
）

時　

間　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

つ
む
ぎ
て
ら
す 

和
室（
笠
置
町
）

講　

師　

 

大
橋
純
子
さ
ん（
京
都
着
物
学
院
教
授 

和

装
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）貫
山
ひ
ろ
こ
さ
ん

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
女
性（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

 

筆
記
用
具
・
着
物
一
式（
足
袋
、裾
よ
け
、肌

襦
袢
ま
た
は
ワ
ン
ピ
ー
ス
肌
着
、腰
ひ
も

５
本
、伊
達
締
２
本
、襟
芯
１
本
、半
襟
の

付
い
た
長
襦
袢
、着
物
、名
古
屋
帯
、帯
揚

げ
、帯
締
め
、帯
枕
、前
板
、洗
濯
バ
サ
ミ
１

個
、お
持
ち
の
方
は
補
正
道
具
）

定　

員　

先
着
10
人

申
込
受
付　

9
月
30
日
（
月
）
～
10
月
11
日
（
金
）

　
　
　
　

※
土
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

９
月
12
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

  『
ハ
ー
ブ
講
座 

2
0
1
9
』

9
月
の
回 

～
バ
ス
ボ
ム・ス
ク
ラ
ブ
作
り
～

　

残
暑
を
感
じ
つ
つ
、秋
の
気
配
も
。秋
の
夜
長
を
楽
し
む
お

風
呂
タ
イ
ム
を
、ハ
ー
ブ
と
共
に
過
ご
す
紹
介
を
。そ
し
て
一

緒
に
、バ
ス
ボ
ム（
入
浴
剤
）と
ス
ク
ラ
ブ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

9
月
26
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
の
部　

10
時
～
11
時
30
分

　
　
　
　

夜
の
部　

19
時
～
20
時
30
分

場　

所　

グ
リ
ー
ン
テ
ィ
ー
和
束 

1
階
研
修
室

受
講
料　

お
ひ
と
り
様
1
5
0
0
円

　

※ 

作
っ
た
も
の
を
お
持
ち
帰
り
、ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
試
飲
あ
り

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

（
一
財
）
和
束
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　
　
　

ハ
ー
ブ
担
当　

田
内
（
た
う
ち
）
ま
で

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
3
9
6（
代
表
）

山
城
地
域
消
費
生
活
リ
レ
ー
講
座
2
0
1
9

 「
知
っ
て
お
き
た
い
相
続・遺
言
」

　

相
続
法
が
約
40
年
ぶ
り
に
大
き
く
改
正
さ
れ
、今
年

７
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。自
身
の
相
続
・
遺

言
な
ど
の
準
備
の
た
め
に
高
齢
者
や
そ
の
子
ど
も
世
代

が
知
っ
て
お
く
べ
き
内
容
を
学
ぶ
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

日　

時　

10
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

 

相
楽
会
館（
〒
6
1
9
―

0
2
1
4 

木
津

川
市
木
津
上
戸
15
）

講　

師　

京
都
司
法
書
士
会
所
属
の
司
法
書
士

定　

員　

50
人

受
講
料　

無
料

受　

付　

10
月
10
日（
木
）ま
で

　
　
　
　

 

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
申
込
者
全
員

に
受
講
の
可
否
を
連
絡
し
ま
す
。
）

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

 

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合（
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
0
4
7
0

和
束
町
史
編
さ
ん
室

 「
第
４
回
古
文
書
講
座
」の
案
内

日　

時　

 

9
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
3
時
～
4
時
30
分
ま
で

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー　

テ
ー
マ　

江
戸
時
代
に
納
め
た
年
貢

内　

容　

 　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、和
束
町
の
歴

史
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と「
古
文
書
講
座
」を

開
い
て
い
ま
す
。今
回
は
、江
戸
時
代
の
杣
田

地
区
の
人
々
が
納
め
て
い
た
年
貢
に
関
す
る

古
文
書
を
教
材
と
し
て
用
い
ま
す
。古
文
書

に
興
味
は
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
機
会
が
な
か
っ

た
方
、こ
れ
か
ら
古
文
書
の
勉
強
を
始
め
て
み

た
い
方
な
ど
、初
心
者
の
方
に
お
す
す
め
で
す
。

　
　
　
　

 　
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

講　

師　

 

和
束
町
史
編
さ
ん
室　

専
門
員　

　
　
　
　

田
中
淳
一
郎

募
集
人
員　

 

先
着
20
人 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。　　

受
講
料　

無
料

 「
写
真
展
示
」の
案
内

日　

時　

９
月
10
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル　
　

テ
ー
マ　

金
胎
寺

内　

容　

 　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、和
束
町
の
昔

の
写
真
を
収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。今
回

は
、９
月
10
日
～
20
日
に
か
け
、金
胎
寺
の
写

真
を
展
示
し
ま
す
。内
容
は
、昔
の
金
胎
寺
の

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
護
摩
法
要
な
ど
で
す
。役

場
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
74
・
8
9
5
2

　
　
　
　

 

つ
な
が
ら
な
い
時
は
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
へ

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

9
月
2
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

9
月
4
日
（
水
）
・
18
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
2
7
2
6

 『
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』

実
施
日　

9
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分

場　

所　

村
・
体
験
p
l
a
z
a
（
南
山
城
村
）

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

先
着
10
人

参
加
費　

無
料
（
※
飲
物
代
は
個
人
負
担
）

申
込
受
付　

9
月
4
日
（
水
）
～
18
日
（
水
）

　
　
　
　

※
月
火
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5
時

申
込
み　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
0
1
3

催
し

 

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

巡
回
展「
発
掘
さ
れ
た
京
都
の
歴
史
２
０
１
９
」

日　

時　

9
月
28
日（
土
）～
10
月
14
日（
月
・
祝
）

informationおしらせ

102019.9◦第162号 広報  　　　 



in
fo
rm

ation

おしらせ
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

文
化
財
連
続
講
座

日　

時　

10
月
5
日（
土
）午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　 「
発
掘
さ
れ
た
京
都
の
歴
史
２
０
１
９
」（
仮
）

講　

師　

 

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
職
員

聴
講
料　

無
料

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
2
0
0
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日 

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
86
・
5
1
9
9

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
86
・
5
5
8
9

京
都
府
地
域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

第
14
回 

「
青
空
」教
育
講
演
会
と
み
ん
な
の
し
ゃ
べ
り
場

～
増
え
続
け
る
不
登
校
問
題
を
考
え
る
～

講　

師　

 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
フ
ォ
ロ
」

　
　
　
　

理
事
・
事
務
局
長　

山
下
耕
作
さ
ん

日　

時　

 

９
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時
開
場
・
６
時
30
分
開
始

場　

所　

 

精
華
町
か
し
の
木
苑「
大
ホ
ー
ル
」（
入
場
無
料
）

主　

催　

 

京
都
府
南
部
少
年
・
少
女
自
立
支
援
の
会「
青
空
」

問
合
せ　
「
青
空
」
代
表
・
佐
々
木

　
　
　
　
　

☎
０
８
０
・
２
５
０
２
・
５
１
５
９

　
　
　
　
　

（
子
育
て
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

募
集

介
護
老
人
保
健
施
設
や
ま
し
ろ
職
員
募
集

勤
務
場
所　

介
護
老
人
保
健
施
設
や
ま
し
ろ

職　

種　

介
護
職
員
・
介
護
福
祉
士

採
用
予
定
日

　
　
　
　

随
時

給
与
（
介
護
職
員
）

　
　
　
　
［
嘱
託
］

　
　
　
　

◇
ヘ
ル
パ
ー
2
級
所
持
者

　
　
　
　
　

 

2
0
1
6
0
0
円
～（
夜
勤
手
当
4
回
含
む
）

　
　
　
　
［
パ
ー
ト
］

　
　
　
　

◇ 

時
間
給 

9
4
0
円
～
1
0
5
0
円

　
　
　
　

（
資
格
・
経
験
年
数
に
よ
る
）

　
　

（
介
護
福
祉
士
）

　
　
　
　
［
嘱
託
］

　
　
　
　

◇
介
護
福
祉
士
資
格
所
持
者

　
　
　
　
　

 

2
2
0
0
0
0
円
～（
夜
勤
手
当
4
回
含
む
）

　
　
　
　
［
パ
ー
ト
］

　
　
　
　

◇ 

時
間
給 

1
0
8
0
円
～
1
1
5
0
円

　
　
　
　

（
経
験
年
数
に
よ
る
）

　

※
月
4
～
5
回
の
夜
勤
あ
り

　

※
完
全
週
休
2
日
制
（
交
替
制
）
+
祝
日

　

※
祝
日
勤
務
者
に
は
別
途
手
当
有
り

申
込
み　

 

左
記
問
合
せ
先
へ
電
話
の
上
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
川
市
木
津
駅
前
一
丁
目
27
番
地

　
　
　
　

介
護
老
人
保
健
施
設
や
ま
し
ろ 

管
理
部

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
73
・
0
3
5
9

要
約
筆
記
者
養
成
講
座
受
講
者
募
集

日　

時　

共
通
講
座

　
　
　
　
　

 

11
月
5
日
・
8
日
・
29
日
、
12
月
6
日　
　
　
　
　

　
　
　
　

手
書
き
コ
ー
ス

　
　
　
　
　

12
月
20
日
、
1
月
17
日
、
2
月
7
日

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

　
　
　
　
　

 

12
月
27
日
、
1
月
24
日
、
2
月
14
日

（
以
上
、
各
金
曜
日
）

時　

間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会　

場　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

受
講
資
格　

 

前
期
受
講
後
、引
き
続
き
後
期
講
座
を
受

講
、終
了
後
は
京
都
府
に
登
録
し
活
動
可

能
な
者
。な
お
、パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
希
望
の

場
合
は
、実
技
の
講
座
に
は
ノ
ー
ト
P
C

（
W
i
n
d
o
w
s
8
以
上
）を
持
参
し
、入

力
速
度
が
お
お
む
ね
70
字
／
分
以
上
、パ

ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作
の
出
来
る
者

受
講
料　

 

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
3
6
0
0
円

な
ら
び
に
教
材
等
一
部
自
己
負
担
あ
り
）

申
込
期
間　

 

9
月
1
日（
日
）～
10
月
17
日（
木
）ま
で
に
、①

住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
連
絡
先
を
明
記
し

F
A
X
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※ 

後
日
、
事
務
局
よ
り
受
講
票
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
申
込
み
者
に
送
付
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

〒
6
1
0
―

0
1
2
1

　
　
　
　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

　
　
　
　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

京
都
府
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0（
代
表
）

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8　

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

 

10
月
13
日（
日
）午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
3
階

内　

容　

 

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血
法
及
び
自
動

体
外
式
除
細
動
器（
A
E
D
）の
使
用
方
法
な
ど

対
象
者　

 

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
及
び
南
山

城
村
に
在
住
・
在
学
ま
た
は
勤
務
者
（
中

学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。
）

募
集
人
員　

 

先
着
30
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

 

9
月
2
日
（
月
）
～
30
日
（
月
）

　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部 

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

相
談

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

９
月
17
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

笠
置
会
館 

１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

９
月
27
日
（
金
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　

所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

9
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場 

会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

9
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

南
山
城
村
役
場 

会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。事

前
予
約
は
9
月
19
日
（
木
）午
後
５
時
ま
で
受

付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

９
月
10
日（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

９
月
20
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　

☎
0
7
4
3
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

9
月
18
日（
水
）

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

9
月
20
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

9
月
27
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4
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informationおしらせ

やまなみコンサート
～彩月への誘い バロック音楽のひととき～
日　時　９月８日（日）午後３時〜（開場 午後２時30分）
場　所　やまなみホール フロア　　入場料　500円（中学生以下無料）
PROGRAM
F . ク ー プ ラ ン：「諸国の人々」より　フランス人
J . S . バ ッ ハ： ヴァイオリンとチェンバロのためのソナタ第4番BWV1017
G . P . テレマン：トリオソナタ変ロ長調
A.ヴィヴァルディ：チェロソナタ第1番変ロ長調
G . P . テレマン：12の無伴奏ソナタより
出  演 　池上　尚里（Violin）　柳瀬　史佳（Violoncello）
　　　　河野　正孝（Oboe）　河野まり子（Cembalo）
主　催　南山城村　　　協　力　関西室内楽協会
問合せ　南山城村文化会館（やまなみホール）
　　　　　☎0743・93・0560　FAX0743・93・0596

令和元年度自衛官募集
募集種目及び試験期日等

募集種目 受付期間 試験期日 資　格

自衛官
候補生

男子 年間を通じておこ
なっております。 受付時におしらせします。（注）

18歳以上33歳未満の者
※ 32歳の者は、採用予定月の１日から起算して３月に達

する日の翌月の末日現在、33歳に達していない者女子

防衛大学校
学生

推薦 ９月５日（木）
～

９日（月）

９月28日（土）
　　29日（日）

18歳以上21歳未満の者
※ 高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）で成

績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実績を修め、学校長が
推薦できる者

総合
選抜

1次    9月28日（土）
2次   11月 2日（土）・ 3日（日・祝）

18歳以上21歳未満の者（自衛官は23歳未満）
※高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）

一般
９月５日（木）

～
30日（月）

1次   11月 9日（土）・10日（日）
2次   12月10日（火）〜14日（土）

防衛医科大学校
医学科学生 ９月５日（木）

～
30日（月）

1次   10月26日（土）・27日（日）
2次   12月11日（水）〜13日（金）

18歳以上21歳未満の者
※高卒者（見込含）又は高専３年次修了者（見込含）防衛医科大学校

看護学科学生
(自衛官候補看護学生)

1次   10月19日（土）
2次   11月30日（土）・12月 1日（日）

（注） 令和２年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和元年９月16日以降におこないます。

詳細につきましては、下記に確認してください。
受付及び問合せ
　⑴自衛隊京都地方協力本部
　　京都市中京区西ノ京笠殿町38
　　　☎075・803・0821
　⑵宇治地域事務所
　　宇治市広野町西裏71―５ S・C OKUBO202号室
　　　☎0774・44・7139

　⑶　㋐笠置町総務財政課　　☎0743・95・2301（代表）
　　　㋑和束町総務課　　　　☎0774・78・3001（直通）
　　　㋒南山城村総務課　　　☎0743・93・0102（直通）
　⑷その他　 自衛隊各駐屯地・各基地等においても案内をおこな

っています。

　令和２年成人式を下記のとおり挙行いたします。
対象者には、後日案内を送付します。
日　時　令和２年１月13日（月・祝）
　　　　午後０時45分〜（受付は正午〜）
場　所　南山城村文化会館（やまなみホール）
対　象　 平成11年４月２日〜平成12年４月１日
　　　　生まれの３町村在住者
　　　　※ 以前３町村に在住していた方で、参加を希望され

る方は教育委員会までご連絡ください。
問合せ　教 育 委 員 会　☎0774・78・4335
　　　　笠 置 町 分 室　☎0743・95・2726
　　　　南山城村分室　☎0743・93・0580

■９月７日（土）午前９時～（雨天翌日順延）
　笠置中学校
■９月14日（土）午前９時～（雨天翌日順延）
　和束中学校
■９月28日（土）午前９時～（雨天翌日順延）
　笠置小学校・和束小学校・南山城小学校

みんなで応援にきてね☆

体育大会・運動会のご案内

里山コンサート
～月の灯り 秋の奏～
月見の夕べ　静寂のなか　
音楽の響きに包まれて
心いやされる　ひととき
日　時　９月14日（土）午後７時〜
場　所　やまなみホール 屋上
　　　　（ 会場の状況により屋内で開く場

合があります。）
参加料　無料（要予約：50人限定）
出  演 　やまなみグリーネ管弦楽団
主　催　南山城村むらづくり推進課
問合せ　南山城村文化会館（やまなみホール）
　　　　　☎0743・93・0560

“むら”を愉しむ

令和２年 成人式のご案内
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Q
送
り
主
不
明
の
小
包
が
自
宅
の
ポ
ス
ト
に

投
函
さ
れ
、
そ
れ
を
開
封
し
て
し
ま
っ
た
。

中
の
商
品
を
注
文
し
た
覚
え
は
な
か
っ
た
が
、

開
封
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
配
送
業
者
で
は

受
取
拒
否
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。
代
金
は

支
払
っ
て
い
な
い
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

へ
の
請
求
も
な
い
。
外
国
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
よ
う
だ
が
、
届
い
た
商
品
を
ど
う
扱
え
ば

よ
い
か
。�

（
30
代
女
性
）

A
最
近
、
代
引
き
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
注

文
し
て
い
な
い
商
品
を
送
り
つ
け
ら
れ
た
、

ま
た
海
外
か
ら
送
り
主
不
明
の
小
包
が
届
い

た
と
い
う
相
談
が
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の
点
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
① 

身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
届
い
て
も
受

け
取
ら
な
い
。

　
② 

受
け
取
っ
た
後
で
注
文
し
て
い
な
い
商

品
だ
と
わ
か
っ
た
場
合（
※
１
）、
売
買
契

約
は
成
立
し
て
な
い
た
め
、
荷
物
の
中

に
請
求
書
が
入
っ
て
い
て
も
支
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
※
２
）一
方
、
請
求

書
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
で
も
後

日
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
請
求
が
あ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
毎
月
明
細
書
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　
③ 

商
品
代
金
を
代
引
き
で
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
早
急
に
販
売
元・発
送
元
に
連

絡
し
、返
品・返
金
の
交
渉
を
し
て
下
さ
い
。

　
④ 

海
外
か
ら
届
い
た
商
品
を
安
易
に
返
送

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。（
商
品
が
関
税
法

上
の
問
題
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
）

　
⑤ 

通
信
販
売
等
を
利
用
し
て
い
る
場
合
、

代
引
き
な
ど
の
支
払
い
方
法
も
含
め
て

家
族
に
伝
え
て
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
が
届
い

た
と
き
は
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

※
１　

 

注
文
を
し
て
い
な
い
商
品
を
受
け
と
っ
て
も

商
品
送
付
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
を
経
過
し

た
場
合
は
、
販
売
業
者
に
よ
る
商
品
の
引
き

取
り
に
応
じ
る
必
要
は
な
い
。

※
２　

 

請
求
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
が
そ
の
場

合
、商
品
は
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

海
外
か
ら
の
身
に
覚
え
の
な
い
小
包
み
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

　
　
　

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
･
2
5
7
･
9
0
0
2
へ
（
電
話
の
み
）

図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
渦　妹背山婦女庭訓魂結び 大島　真寿美
ノーサイド・ゲーム 池井戸　潤
むらさきのスカートの女 今村　夏子

児童書
アトリと五人の王 菅野　雪虫
最後のドラゴン ガレット・ワイヤー
ふしぎ町のふしぎレストラン 三田村　信行

和　　束

一般書

エンドオブスカイ 雪乃　紗依
暗殺日和はタロットで 古川　春秋
ずっと読みたい
０才から100才の広告コピー

WRITES 
PUBLISHING

児童書

いないいないばあさん 佐々木　マキ
おしりたんてい
カレーなるじけん トロル

おおかみさんいまなんじ？ 山村　浩二

南山城村

一般書
落花 澤田　瞳子
シーソーモンスター 伊坂　幸太郎
365日季語手帖 夏井　いつき

児童書
たったひとつのドングリが

ローラ・M・シェーファ
と

アダム・シェーファ
悪ガキ７ 宗田　理
けむしのおなら まつむら　まさき

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★ Pick UP ★
「けむしのおなら」
まつむら　まさき / 著

　あかちゃんのおならは
「ぷっ」　いぬのおならは
「ぷっ すうー」　ライオン
のおならも、とらのおなら
も「ぷっ すうー」。さるの
おならは「ぷっぷっぶうー」。
チンパンジーもぞうもおな
らをします。じゃあ　けむしのおならの音は？

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　９月22日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター１階ホール

☆『おはなし会』のご案内
　日　時　９月８日（日）午後２時～
　内　容　おはなし・工作・クイズ

和束町体験交流センター図書室より 南山城村図書室より

☆青少年読書感想文コンクール課題図書の貸出をしています。
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ペットボトルの出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課 和束町農村振興課 南山城村産業観光課
☎0743･95･2301（代表） ☎0774･78･3008（直通） ☎0743･93･0105（直通）

広
報

2019.9
◦

第
162号

人口・世帯数
（令和元年８月１日現在）３町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

☎0774-78-3001
FAX0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

☎0743-93-0101
FAX0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

☎0743-95-2301
FAX0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,911人　
世帯数 1,709世帯

（減12）
（0）

人　口 1,301人　
世帯数   636世帯

（減5）
（0）

人　口 2,700人　
世帯数 1,236世帯

（減7）
（減1）

出せるもの（一例）
ジュースのペットボトル・しょうゆのペットボトル

出せないもの（一例）
　ソースや食用油の容器、塩化ビニールで作られた容器等、ペットボトルマー
クのついていないものは、プラスチック製容器包装に出してください。

出す時の注意
◎ 出すときは袋などに入れずステーションに設置してあるペットボトル専用

袋に入れてください。
◎PETのマークが付いているものを出してください。
◎中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎キャップとラベルは外してプラスチック製容器包装として出してください。
◎ たばこの吸殻や灰を入れたペ

ットボトルは出さないでくだ
さい。

◎ 処理方法の関係上、ペットボ
トルはつぶさずに出してくだ
さい。

ペットボトル

編
集

・
発

行
　

相
楽

東
部

広
域

連
合

〒
619-1205 京

都
府

相
楽

郡
和

束
町

大
字

中
小

字
平

田
23番

地
の

1
☎

0
7

7
4

-7
8

-0
1

2
0

　
FAX

0
7

7
4

-7
8

-0
1

2
1

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 ／ 10：15 ／ 13：15 ／ 15：40
◦加茂駅発
　9：15 ／ 11：15 ／ 14：15 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

◆ペットボトル収集日
　笠 置 町　毎月　第１　火曜日の翌日
　和 束 町　毎月　第２　火曜日
　南山城村　毎月　第４　月曜日

中身を全部取り除き
水洗いしてください。

ラベルを取り外してください。
※ ラベルはプラスチックごみ

です。

キャップを取り外し、
プラスチック製のも
のはプラスチック類、
金属製のものはカン
などの金属類として
出してください。

袋などに入れずにペット
ボトル専用収集袋にその
まま入れてください。

ベストショットまち＊むら
笠置町
南山城村

　夏に咲く野生ランの一つであるサギソウ。かつて
南山城村に群生していたサギソウは今では京都府で
絶滅寸前種に指定されています。
　そんなサギソウを多くの人に知ってもらおうと、
毎年笠置中学校の１年生がサギソウについて学習し
ています。その一環として笠置町と南山城村の事業
所等にプレゼントされたサギソウが、きれいな花を
咲かせました。

サギソウ




